
（遊び紙）



いつ子ちゃんと

ふしぎの町のゴエティーたち

え と おはなし　あべたくや

IAT おはなし絵本



その　どようびのごご、いつ子ちゃんは　たいくつでした。

おとうさんは　しゅみの「てうちそば」に　むちゅう、

おかあさんは　しごとで　へやに　こもりきりでした。

だから　いつ子ちゃんはひとりで……
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こっそり　ものおきを　たんけん

することに　したのです。
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はいいろのガラスと　あかいプラスチックでできた

へんてこなハコが、ぼうっと　ひかっていました。

そっとガラスに　ちかづいてみると……
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ガラスのむこうから　みたことのない　いきものが　

こっちをのぞいていたのです。

たがいに　びっくり　めをまるくした　そのとたん、

いつ子ちゃんの　からだは

ガラスに　のみこまれて

しまいました。

「ひゃあ」

すぽんっ

「ひゃあ」
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ぐるぐ
る

ふわーん

ひゅーん
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ながい　ながい　じかん　おっこちて、

とうとう　あなのそこに　ぶつかりました。

「おお　いたい」
いつ子ちゃんは、おでこを　いしだたみに

しこたま　うちつけました。

……ごっつんこ
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ただいまーっ !!
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28



とびだしてきた　ゴエティーたちは

そらをとんで　あめのように

まちじゅうに

ふりそそぎました。
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ですから、もし　あなたが　ときどき　このまちで

おかしな　いきもの　ゴエティーを　みかけるとしたら　

それは　こういうわけ　だったのです。
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